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『つつきはっけん講座＆ウォーク』
第 ２ 回
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京たなべ魅力発見
ＨＰ ： 「つつきはっけん」 検索
ブログ ： 「こころ豊かな愉快」

伊藤文雄 (dontuki@ric.hi-ho.ne.jp)

10：00～11：30 歴史講座
本能寺の変 真実と謎
家康・梅雪の行動

13：00～16：00 ウォーキング
社会福祉センター～（酒屋神社～観音寺）～宇頭城

～普賢寺谷～公家谷～田宮の館～（新宗谷遺跡
～中世の館）～同志社前
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定説

・事件発生～江戸時代：光秀の怨恨説

儒学の影響、主殺し悪人
軍記物、歌舞伎で取り上げる、人情に訴える

・明治～昭和戦前：軍国主義（忠孝、海外出兵）

大陸進出の信長・秀吉の肯定  光秀の否定

・昭和戦後：野望説、光秀人物像を見直す

計画性に乏しい衝動的突発説、精神衰弱

義昭、朝廷、イエズス会、秀吉、家康、本願寺、堺商人

黒幕説（背後に加担したもの）

・近年：政治状況、利害関係 四国問題（新史料：石谷家文書）

通説

通説

通説
定説



天正１０年（1582） ６月２日早暁
光秀 ： 謀反を起こす
信長 ： 本能寺に宿泊中、襲われ

四十九年の人生を終える
家康 ： 上方遊覧が終わり、御礼言上のため

堺の妙國寺を発ち京都へ向かう
河内飯盛山付近でこの変報を受ける

家康一行 ： 軍勢もなく平服、３４名

織田信長 小姓の森蘭丸に 「これは謀反か？如何なる者の企て
ぞ」 と聞き、「明智が者と見え申し候」 と答えると、
一言 「是非に及ばず」 と答えたと言う
その後、弓を持って応戦し数本の矢を撃つが弓が折れる 薙刀に

持ち替え、敵を突き伏せるなどして戦うが、槍傷や左肩に鉄砲の
銃撃を受けたため、応戦を断念奥の部屋に入り、森蘭丸に寺に
火を放たせ、そのまま自害
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本 能 寺 の 変



信長

光秀

家康

秀吉

義昭

元親

朝廷

ｲｴｽﾞｽ会

本願寺

1.天下布武
2.楽市楽座、人事改革
3.神願望 (朝廷軽視）
4.明への進出意向

1.正義、厳格、冷徹
2.革新、急激、変更
3.登る為に何でも

1.保守的、優しい、忠実
2.教養文化人(歌・茶道）
3.有職故実(儀式、朝廷）

1.義昭・信長士官
2.比叡山焼打ち
3.複合的な動機

1.信長同盟
2.嫡男・正室が殺害
3.武田氏滅亡で不要

1.最大の受益者
2.信長を恐れ光秀はライバル
3.中国大返し手回しの良さ

1.光秀が信長取次
2.本願寺降伏後、
信長方針変更

1.信長から京都追放
2.征夷大将軍は許せず
3.光秀の旧主人

正親町天皇
近衛前久
勧修寺、兼見

1.永年の仇敵
2.講和後も抵抗

利三

信長神格化
を危険視

黒幕

本能寺の変 明智光秀 謀反の背景・動機・理由

単独

怨恨
1.信長に感謝(天正９：明智軍法）
2.接待役から毛利攻めに、国替え
3.四国政策変更：元親に面目なし

野望
1.あめが下しる(惟任退治記）
2.一夜なりとも天下の夢(川角）
3.日本の主となる(ルイス)

ﾉｲﾛｰｾﾞ
1.非道阻止（朝廷）
2.早い出世、ノルマプレッシャー
3.疲労困憊

一族
存続

1.土岐明智一族存続・
復活



宇治田原
ルート
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穴山梅雪
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「苦難の逃走」 交野（星田）～京田辺

しゃみ安屋敷跡
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宇治田原郷之口



「苦難の逃走」 甲賀～伊賀～関近江

伊勢
伊賀

大和 10



本能寺の変の考察犯人・動機
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新史料の発見 （岡山市林原美術館）

斎藤利三・長宗我部元親の書状（石谷家文書）

1/21 付 利三 ＝＞ 元親に恭順書状
5/21 付 元親 ＝＞ 石谷光政 （=>利三宛･･･>光秀）
「信長の命令に従う」が、
土佐、阿波の一部は、なんとか交渉をして欲しい。
もし、不可ならば、成敗されるのも仕方ない。
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【信長公記池田家本写真撮影】

『信長記』岡山大学池田家文庫等
刊行会編、福武書店、1975年出版
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